	　　　２０２０年度　「牧羊者」夏期学校教案
	テーマ「だだっ子 ヨナ」（２００１年度のリソース活用です。）
聖 句　「救 (すくい)は主にある。」（ヨナ２・９）
			第１課「逃げ出したヨナ」（１章）
			第２課「悔い改めたヨナ」（２章）
			第３課「愛を知ったヨナ」（３、４章）



　今年の夏期学校教案は２００１年度分のリソースを活用させていただきました。新型コロナの影響で２０２０年の夏にはキャンプを行えない教区、教会もあるかもしれませんが、年度にこだわらず活用していただければと願っています（過去の夏期教案の一覧を教会教育室のホームページに掲載させていただきましたので、参考になさってください）。
[bookmark: _GoBack]　いくつかのことを記しておきます。
一、ワークの区分について
　近年の牧羊者では、小学生向けのワークはＢ（主に１～３年）とＣ（主に４～６年）の二つに分けていますが、２００１年当時は三つ（下級、中級、上級）に分けておりましたので、この夏期教案もそのような分け方になっております。それぞれの対象に応じて、適当なものを選んで使ってください。
二、カリキュラムについて
　この項目には、２００１年の夏期教案に鎌野善三師が書いてくださった説明文の抜粋を記させていただきます。
　今回は、「悔い改め」を中心にしています。夏期学校は子どもたちとゆっくり話ができる最善の機会です。子どもたちの心の中にある罪が示され、それを正直に悔い改めるように導いてください。
　第１課は、み言葉に従わないことこそが罪であるここを明確にしてください。第２課の学びのあとでは、ぜひ子どもたち一人一人と向き合う時をもってください。そして、正直に神様に告白することを勧めてください。口で言えない場合は紙に書かせてもよいでしよう。第３課では、悔い改めた罪は完全に赦されるという確信をもたせましよう。だだっ子のようなヨナも、このことを通して、神様の絶対的な愛を知ったことを、子どもたちの心に焼き付けてください。
　沢村五郎先生の名著『聖書人物伝』に「神のだだっ子ヨナ」の章があります。ぜひ一度、目を通してください。
三、ワード形式での提供について
　かねてよりワークをワード形式で提供してほしいとの声がありましたので、今回はそちらも用意させていただきました。各訳への対応など、必要に応じて適当に編集して用いてください。
四、終わりに
　執筆者は、メッセージ例…高田浩二師（2003年召天）、ワーク下級…藤井正子師、中級…鎌野幸師、上級…和田治師です。それぞれの先生（高田師はご夫人の紅實師）が、リソース活用を快く許可してくださいましたことを心より感謝いたします。
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